




























































体温 36.9℃、呼吸数 75回/分、心拍数 170回/分、血圧 60/35mmHg、室内気でSpO2 89%でした。
赤ちゃんは苦しそうで、ヴーヴーと唸っており、呼吸のたびに肋間がペコペコへこんでいます。
聴診では前胸部でcoarse　cracklesを聴取しました。
課題シート
2016-S7-T1-3
予定日過ぎても生まれない
シート6
　口腔内を吸引したら、緑色の胎便が多量にひかれました。保育器内に酸素30%を投与し、SpO2は97%となりま
した。また、ブドウ糖の点滴を開始しました。陥没呼吸は続いていますが、呻吟は消失しました。
　生後４時間、啼泣のあとに、突然、陥没呼吸が強くなり、SpO2が75%に低下しました。
課題シート
2016-S7-T1-3
予定日過ぎても生まれない
シート7
　人工呼吸管理が開始されました。また、緊張性気胸に対し、左胸腔ドレナージを行っています。翌日になっ
て、全身状態は徐々に改善してきました。しかし、お母さんの文子さんは、生まれたときから入院している赤
ちゃんに対して、不安な気持ちでいっぱいです。
